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よってうたわれた軍歌に由来している」（山川出版社『詳説世界史 B』、194 頁）。 
「現在のフランス国歌『ラ・マルセイエーズ』（La Marseillaise）は、このときマルセイユか
らの義勇兵が歌った軍歌である」（実教出版『世界史 B 新訂版』、236 頁）。 










































































前進！ 前進！ 前進進！ 
 
出典：于文「中日を結んだ天才音楽家 聶耳」『人民中
国』（インターネット版）、2006 年 7 月号（URL: 
http://www.peopleschina.com/maindoc/html/200607/15zhu
















































   
 
 
     
 
 
図 3 プラッド 
出典：奥田美紀『タータンチェックの文化史』白水社、2007 年。 





























                                                        
1 本稿において、「」で囲ったタータンキルトは、現在一般的なイメージとなっている「氏族ごとに異な
る柄のタータンチェックを施したキルト」を指している。 









うしてスコットランドでは 1715 年と 1745 年の 2 度にわたり、ステュアート朝の復権を狙
う者たち（ジャコバイト）によるイングランド議会に対する大規模な反乱が発生すること
となる。この事態を重く見たイングランド政府は 1745 年に高地地方特有の文化を抑圧する
政策を打ち出した。この政策の中には「高地地方の衣装を身に着けた者に 6 か月の投獄、 









































                                                        
































































第 3 章 地方や民衆とのせめぎあい―運動会をめぐって 
 
（1）運動会という文化 
































                                                        
3 原文ママ。ただし執筆者により漢数字は算用数字に改めた。下線は執筆者による。 
図 7 兵式体操 
出典：「歴史公文書探索サイト ぶん蔵」 









図 9 1890（明治 23）年の運動会のプログラム 





図 8 1900（明治 30）年頃出版の体操教科書より 
出典：「歴史公文書探索サイト ぶん蔵」（URL: http://bunzo.jp/archives/entry/000146.html）、 





































目であった。それが 1890 年代ごろから、内容が徐々に整備されていき、1900（明治 33）年
頃を境に演習型から競争（試験）型へと移行していく。1900 年の小学校令再改正によって、






































                                                        
5 この頃から運動会は徐々に連合運動会型から卖独での運動会開催が増えており、それは生徒数の飛躍的









っても重要な一大イベントであった。たとえば、1887（明治 20）年 5 月、宮城県遠田郡の
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